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は
じ
め
に

　

日
蓮
聖
人
の
『
守
護
国
家
論
』（
一
二
五
九
年　

撰
述
）『
立
正
安
国
論
』（
一
二
六
〇
年　

撰
述
）
の
思
想
を
論
ず
る
場
合
、
法
然
浄

土
教
・『
選
択
本
願
念
仏
集
』
批
判
は
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
日
蓮
聖
人

が
『
選
択
集
』
を
ど
う
読
ん
だ
の
か
。
具
体
的
に
は
『
選
択
集
』
十
六
章
中
ど
の
章
を
問
題
に
し
、
ど
う
答
え
た
の
か
と
言
う
こ
と
は
論

じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に
先
師
・
先
学
に
よ
り
勝
れ
た
研
究
が
存
在
し
て
い
る※
１

。

『
守
護
国
家
論
』

　

中
昔
、
邪
智
の
上
人
あ
り
て
、
末
代
の
愚
人
の
た
め
に
一
切
の
宗
義
を
破
し
て
、
選
択
集
一
巻
を
造
る
。
名
を
鸞
・
綽
・
導
の
三

師
に
仮
り
て
、
一
代
を
二
門
に
分
ち
、
実
経
を
録
し
て
権
経
に
入
れ
、
法
華
・
真
言
の
直
道
を
閉
（
と
）
じ
て
、
浄
土
三
部
の
隘
路

を
開
く
。
ま
た
浄
土
三
部
の
義
に
も
順
ぜ
ず
し
て
、
権
実
の
謗
法
を
成
し
、
永
く
四
聖
の
種
を
断
じ
て
、
阿
鼻
の
底
に
沈
む
べ
き
僻

見
な
り
。（
中
略
）
こ
の
悪
義
を
破
ら
ん
が
た
め
に
、
ま
た
多
く
の
書
あ
り
。
い
わ
ゆ
る
浄
土
決
義
鈔
・
弾
選
択
・
摧
邪
輪
等
な
り
。

研
究
ノ
ー
ト

『
守
護
国
家
論
』
考

　
　
　

│
法
然
浄
土
教
批
判
を
中
心
と
し
て
│

 

岩　

田　

親　

静
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こ
の
書
を
造
る
人
、
皆
碩
徳
の
名
一
天
に
弥
る
と
い
え
ど
も
、
恐
ら
く
は
い
ま
だ
選
択
集
謗
法
の
根
源
を
顕
わ
さ
ず
。
故
に
還
つ
て

悪
法
の
流
布
を
増
す
。
譬
え
ば
、
盛
な
る
旱
魃
の
時
に
小
雨
を
降
ら
せ
ば
草
木
弥
枯
れ
、
兵
者
を
打
つ
刻
に
弱
き
兵
を
先
に
す
れ
ば

強
敵
倍
）
力
を
得
る
が
ご
と
し
。
予
こ
の
事
を
歎
く
間
、
一
巻
の
書
を
造
り
て
選
択
集
の
謗
法
の
縁
起
を
顕
わ
し
、
名
づ
け
て
守
護

国
家
論
と
号
す
。
願
わ
く
は
一
切
の
道
俗
、
一
時
の
世
事
を
止
め
て
永
劫
の
善
苗
を
種
え
よ
。
今
経
論
を
も
つ
て
邪
正
を
直
す
。
信

謗
は
仏
説
に
任
せ
、
あ
え
て
自
義
を
存
す
る
こ
と
な
し
。（
立
正
大
学
日
蓮
聖
人
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
聖
人
遺
文
』

〔
以
下
『
定
遺
』
と
省
略
〕
第
一
巻　

八
九
・
九
〇
頁
）

　

選
択
集
│
権
実
の
謗
法

　

浄
土
決
義
鈔
・
弾
選
択
・
摧
邪
輪
等
│
謗
法
の
根
源
を
顕
わ
さ
ず

　

守
護
国
家
論
│
謗
法
の
縁
起
を
顕
す

　
「
謗
法
の
根
源
を
顕
ず
」
と
批
判
し
た
そ
れ
以
前
の
『
選
択
集
』
批
判
の
三
書
（『
浄
土
決
義
鈔
』・『
彈
選
擇
』・『
摧
邪
輪
』）
中
、
唯

一
現
存
す
る
『
摧
邪
輪
』
を
ど
う
読
み
批
判
し
た
の
か
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
再
検
討
し※
２

、
あ
わ
せ
て
『
立
正
安
国
論
』
の
浄
土
教

批
判
と
の
相
異
点
を
も
考
え
て
み
た
い
。

　

た
だ
し
、
本
発
表
で
は

　
「
ま
だ
、『
開
目
抄
』
も
『
観
心
本
尊
抄
』
も
書
い
て
い
な
い
日
蓮
聖
人
の
著
作
と
し
て
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
本

書
に
コ
メ
ン
ト
で
き
る
も
の
は
、『
守
護
国
家
論
』
を
代
表
と
す
る
『
立
正
安
国
論
』
以
前
の
著
作
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
読
み
直
し
の
時
点
に
お
い
て
、
副
神
研
究
所
の
諸
君
と
老
生
の
違
い
は
明
ら
か
で
す
。
諸
君
が
六
〇
歳
の
日
蓮
か

ら
、
さ
ら
に
は
、
今
の
時
点
か
ら
読
み
直
し
、
見
直
し
て
い
る
よ
う
な
日
蓮
で
は
な
く
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
未
完
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な
│
も
し
六
〇
歳
の
日
蓮
を
完
成
し
た
存
在
と
す
れ
ば
で
す
│
日
蓮
の
著
作
と
し
て
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
違
う
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
申
し
て
お
き
た
い
し
、
こ
れ
を
聞
い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
先
の
筆
は
進
み
ま
せ
ん
。」

　

と
す
る
髙
木
豊
博
士
の
『
立
正
安
国
論
再
読
』（
福
神　

第
一
号
）
と
同
様
の
視
点
に
立
ち
、
考
察
を
試
み
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
て

お
き
た
い
。

一
、『
選
択
集
』
の
構
造

　
『
選
択
集
』
の
構
造
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
平
雅
行
氏
の
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」
に
お
い
て
、

　

 『
選
択
本
願
念
仏
集
』
全
十
六
章
の
中
で
、
ど
れ
を
中
核
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
古
来
か
ら
二
行
章
（
第
二
章
）
中
心
説
と
本
願

章
（
第
三
章
）
中
心
説
と
が
あ
る※
３

。

と
述
べ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
の
傾
向
と
し
て
は
、
本
願
章
中
心
説
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
本
願
章
の
弥
陀
の
本
願
の
根
拠
と
な

る
勝
劣
義
・
難
易
義
の
二
義
の
ど
ち
ら
を
重
視
し
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
も
、
従
来
か
ら
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
難
易

義
中
心
説
が
近
年
で
は
有
力
で
あ
る※
４

。

末
木
文
美
士
「
新
宗
の
開
創
と
そ
の
論
理
」（『
鎌
倉
仏
教
形
成
論
』）
で
は
左
記
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
第
三
章
の
性
質
が
他
の
章
と

異
な
り
、
重
視
さ
れ
る
べ
き
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
、
二
章
│
衆
生
に
よ
る
選
択
（
浄
土
門
へ
の
帰
入
↓
称
名
一
行
へ
の
徹
底
）

　

第
三
章
│
弥
陀
に
よ
る
称
名
念
仏
一
行
の
選
択

　

第
四
章
以
下
（
除
第
八
、
九
章
）
│
そ
の
助
顕

　

第
八
、
九
章
│
衆
生
に
よ
る
念
仏
需
用
の
あ
り
方
（
三
心
、
四
修
）
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二
、『
守
護
国
家
論
』
の
構
造
と
『
摧
邪
輪
』

　

で
は
日
蓮
聖
人
は
こ
の
『
選
択
集
』
を
ど
う
読
み
、
批
判
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
『
守
護
国

家
論
』
の
構
造
に
関
し
て
で
あ
る
。

　
『
守
護
国
家
論
』
は
最
も
重
要
視
す
べ
き
批
判
の
基
盤
と
な
る
考
え
を
大
文
の
第
一
で
、
天
台
の
一
代
五
時
判
を
提
示
し
、
教
の
浅
深

を
論
じ
、
大
小
乗
を
論
じ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
無
量
義
経
の
「
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
に
基
づ
い
た
箇
所
で
あ
る
。

『
守
護
国
家
論
』

問
う
て
曰
く
、（
中
略
）
こ
れ
ら
の
文
を
見
る
に
、
諸
の
大
乗
経
の
常
の
習
い
な
り
。
何
ぞ
一
文
を
瞻
て
、
無
量
義
経
は
四
十
余
年
の

諸
の
経
に
勝
れ
た
り
と
云
う
や
。
答
へ
て
曰
く
、
①
教
主
釈
尊
、
も
し
諸
の
経
に
お
い
て
互
い
に
勝
劣
を
説
か
ば
、
大
小
乗
の
差
別
・

権
実
の
不
同
あ
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
、
実
に
は
差
別
な
き
を
、
互
い
に
差
別
・
浅
深
を
説
か
ば
浄
論
の
根
源
・
悪
業
起
罪
の
因
縁
な
り
。

爾
前
の
諸
の
経
は
第
一
に
縁
に
随
ひ
て
不
定
な
り
。
或
る
は
小
乗
諸
々
の
経
に
対
し
て
第
一
と
な
り
と
し
、
或
い
は
（
中
略
）
一
切
の

第
一
に
あ
ら
ず
。
②
今
の
無
量
義
経
の
如
き
は
、
四
十
余
年
の
諸
の
経
に
対
し
て
第
一
な
り
。（『
定
遺
』
第
一
巻　

九
三
・
九
四
頁
）

　

右
の
文
章
で
は
、
①
の
箇
所
は
諸
経
の
関
係
は
縁
に
随
う
も
の
で
あ
る
か
ら
勝
劣
（
差
別
・
浅
深
）
を
論
じ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
が
、

②
に
お
い
て
法
華
経
の
開
経
た
る
無
量
義
経
が
一
切
経
の
な
か
で
最
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
法
華
経
の
優
越
性
を
主
張
す
る
の
で

あ
る
が
、
実
は
①
の
考
え
方
は
明
恵
房
高
弁
撰
述
の
『
摧
邪
輪
』
の
考
え
と
も
符
号
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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『
摧
邪
輪
』

辺
夷
殊
俗
に
生
ま
れ
、
如
来
の
遺
教
に
値
う
。
須
ら
く
一
字
一
句
を
聞
き
甘
露
を
嘗
め
る
が
如
か
る
べ
し
。
空
し
く
上
下
の
勝
劣
を
論

じ
、
徒
に
空
有
の
辺
執
を
懐
く
。
あ
ま
つ
さ
え
諸
の
大
乗
宗
を
軽
じ
、
大
菩
提
心
を
撥
す
。（
鎌
田
茂
雄
・
田
中
久
夫
編
『
鎌
倉
旧
仏

教
』〔
以
下
『
鎌
旧
』
と
省
略
〕（
岩
波
書
店　

一
九
七
一
）
三
四
四
頁
上
）

　

こ
の
勝
劣
を
論
ず
る
の
は
、『
選
択
集
』
第
三
本
願
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、『
選
択
集
』
中
で
も
、
最
も
重
要
な
箇
所
の

一
つ
と
目
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
は
こ
の
勝
劣
義
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら
批
判
を
し
て
い
る
と
言
え
る※
５

。

『
選
択
集
』
本
願
章
の
「
勝
劣
・
難
易
義
」
の
論
述
箇
所

何
が
故
ぞ
、
第
十
八
願
に
、
一
切
諸
行
を
選
捨
し
て
、
唯
だ
偏
に
念
佛
一
行
を
選
取
し
て
往
生
の
本
願
と
為
す
や
。
答
へ
て
曰
く
。
聖

意
測
り
難
し
、
た
や
す
く
解
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
然
り
と
難
も
今
試
み
に
二
義
を
も
っ
て
之
を
解
せ
ば
、
一
は
勝
劣
義
。
二
は
難
易

義
な
り
。（
法
然
著　

大
橋
俊
雄
校
注
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
岩
波
書
店　

一
九
九
七　

四
九
頁
）

　

一
方
、
明
恵
は
こ
の
点
、
勝
劣
義
を
論
じ
る
こ
と
を
回
避
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
明
恵
は
本
願
章
の
「
勝
劣
・
難
易
義
」
の

箇
所
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
摧
邪
輪
』

此
に
依
り
て
言
う
、
称
名
一
行
は
劣
根
の
一
類
の
た
め
に
授
く
る
所
な
り
。
汝
何
ぞ
天
下
の
諸
人
を
以
て
下
劣
根
機
と
為
す
や
。
無
礼

の
至
り
、
称
計
す
べ
か
ら
ず
。
此
の
文
証
を
引
く
に
依
り
て
称
名
行
を
執
せ
ず
に
非
ず
。
唯
是
れ
汝
の
一
門
、
称
名
を
以
て
無
上
殊
勝
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行
と
為
し
、
余
行
を
撥
し
て
下
劣
と
為
す
。
以
て
汝
の
集
に
云
う
が
如
く
、
仏
名
号
の
功
徳
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
な
る
故
に
、
劣

を
捨
て
勝
を
取
る
、
以
て
本
願
と
為
す
。〈
文
。
称
名
を
本
願
と
為
す
を
釈
し
て
、
勝
劣
難
易
の
二
義
を
出
す
中
、
第
一
義
な
り
。
問

答
法
譬
文
、
具
に
出
す
に
能
わ
ず
云
々
。〉
唯
往
生
勝
行
と
云
い
、
下
根
契
合
と
云
う
は
、
此
の
文
上
文
、
盛
ん
に
名
号
功
徳
殊
に
勝

と
為
す
。
余
の
功
徳
皆
劣
と
為
す
義
、
是
の
頗
り
胸
臆
に
任
す
。（
中
略
）
何
ぞ
名
号
を
以
て
殊
に
勝
と
為
し
、
余
徳
を
以
て
劣
と
為

す
や
。
近
代
の
専
修
男
子
女
人
等
、
盛
ん
に
こ
の
義
を
述
べ
る
。
今
思
う
に
此
の
集
の
文
を
以
て
本
説
と
為
す
。
不
可
説
不
可
説
な
り
。

こ
の
執
心
を
懲
ら
し
め
ん
が
た
め
の
故
に
、
す
べ
か
ら
く
こ
の
義
を
出
だ
す
な
り
。
理
実
に
十
住
毘
婆
沙
論
の
意
は
、
易
行
難
行
の
二

道
を
分
か
ち
て
、
易
行
道
を
好
む
の
人
を
誡
め
、
称
名
の
行
勝
徳
無
し
と
謂
う
に
は
あ
ら
ず
。（
中
略
）
唯
だ
根
性
の
大
小
を
讃
毀
す

る
の
み
、
未
だ
必
ず
し
も
所
行
の
勝
劣
を
定
め
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。（『
鎌
旧
』
三
八
七
頁
上
・
下
頁
）

　

右
の
よ
う
に
明
恵
は
称
名
を
劣
根
の
一
類
の
た
め
の
行
で
あ
る
と
し
、
す
べ
て
の
も
の
を
下
機
下
根
と
す
る
こ
と
を
「
無
礼
」
で
あ
る

と
否
定
す
る
が
、
易
行
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。
批
判
に
し
て
い
る
の
は
、
称
名
（
名
号
の
功
徳
）
を
勝
と
し
、
余
行
（
余
の

功
徳
）
を
劣
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
十
住
毘
婆
沙
論
に
お
い
て
も
易
行
た
る
称
名
念
仏
に
功
徳
が
な
い
と
し
た
の
で
は
な

く
、
根
性
の
大
小
を
論
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
行
の
勝
劣
は
論
じ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
に
い
た
っ
て
い
る※
６

。

　

こ
の
点
は
、
仏
が
「
機
に
随
っ
て
一
往
称
名
等
の
易
行
を
説
」（『
鎌
旧
』
三
三
九
頁
上
）
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
念
仏
の

み
な
ら
ず
法
華
・
真
言
等
で
あ
っ
て
も
一
行
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
摧
邪
輪
』

若
し
し
か
ら
ば
、
唯
だ
念
仏
一
行
に
限
る
に
あ
ら
ず
、
設
ひ
法
華
読
誦
を
為
す
と
雖
も
、
真
言
修
行
を
為
す
と
雖
も
、
若
し
一
行
の
み

勧
め
る
も
の
未
だ
機
縁
の
生
熟
を
知
ら
ず
。（『
鎌
旧
』
三
五
五
頁
下
）

09　岩田.indd   18809　岩田.indd   188 10.6.4   2:35:20 PM10.6.4   2:35:20 PM



189

『守護国家論』考（岩田）

　

こ
の
点
、
日
蓮
聖
人
は
『
守
護
国
家
論
』
の
大
文
の
第
二
に
お
い
て
、「
如
来
の
教
法
に
大
小
・
浅
深
・
勝
劣
を
論
ぜ
ず
、
た
だ
時
機

に
」
よ
る
と
し
て
教
法
の
価
値
を
論
ぜ
ず
に
、
時
機
の
相
応
・
不
相
応
を
論
じ
、
法
華
・
真
言
を
末
法
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
規
定
す
る
こ
と

を
批
判
し
て
い
る
。

　

ま
た
当
時
、
末
代
の
下
機
の
為
に
、
称
名
の
易
行
が
勝
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
表
明
す
る
法
然
の
門
弟
が
、
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
、
大
文
の
第
三
の
問
い
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る※
７

。

法
然
の
弟
子
の
主
張

『
守
護
国
家
論
』

た
だ
風
勢
な
き
末
代
の
衆
生
を
常
没
の
凡
夫
と
定
め
て
、
こ
の
機
に
易
行
の
法
を
選
ぶ
時
、
称
名
念
仏
を
も
つ
て
そ
の
機
に
当
て
、
易

行
の
法
を
も
つ
て
諸
教
に
勝
る
と
立
つ
。
権
実
・
浅
深
等
の
勝
劣
を
詮
す
る
に
あ
ら
ず
。（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
〇
七
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
無
量
義
経
の
引
用
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
形
で
十
住
毘
婆
娑
論
を
法
華
以
前
の
難
易
を
論

じ
た
も
の
と
し
て
、
法
華
と
は
比
較
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
上
で
易
行
性
で
言
う
な
ら
ば
、
法
華
経
の
五
十
展
転
の
行
が
称
名

念
仏
よ
り
行
じ
易
い
と
し
、「
も
し
勝
を
以
て
易
行
と
定
め
れ
ば
」
と
し
て
行
の
功
徳
に
よ
る
勝
劣
を
主
張
し
た
上
で
、「
観
経
等
の
念
仏

三
昧
を
法
華
経
に
比
す
る
に
、
難
行
の
中
の
極
難
行
、
勝
劣
の
中
の
極
劣
な
り
。」
と
「
勝
劣
義
、
難
易
義
」
を
意
識
し
て
い
る
。
更
に

「
四
十
余
年
の
経
に
依
る
人
師
は
彼
の
経
の
機
を
取
る
。
こ
の
人
は
い
ま
だ
教
相
を
知
ら
ざ
る
が
故
な
り
。」
と
し
て
は
、
機
根
の
相
応
・

不
相
応
よ
り
教
法
の
浅
深
・
勝
劣
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
先
の
傍
線
②
で
も
示
さ
れ
て
い
る
無
量
義
経
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、『
選
択
集
』
本
願
章
の
「
勝
劣
義
、
難
易
義
」
へ
の
対
応
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
問
題
の
箇
所
で

は
「
聖
意
測
り
難
き
」
弥
陀
の
本
願
の
理
由
を
法
然
が
「
試
み
に
二
義
を
も
っ
て
之
を
解
」
す
る
の
で
あ
り
、
法
然
の
推
測
・
推
定
で
あ
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る
の
に
対
し
、
左
の
如
く
日
蓮
聖
人
は
無
量
義
経
に
基
づ
い
て
「
仏
自
ら
難
易
・
勝
劣
の
二
道
を
分
か
ち
た
ま
え
り
。」
と
難
易
・
勝
劣

を
定
め
る
も
の
を
仏
と
明
確
に
規
定
し
た
上
で
、
本
願
章
の
「
勝
劣
義
、
難
易
義
」
の
考
え
方
を
「
外
道
・
魔
王
」
と
批
判
し
た
の
で
あ

る※
８

。
『
守
護
国
家
論
』

其
の
故
は
釈
迦
如
来
五
十
年
の
説
教
に
、
総
じ
て
先
四
十
二
年
の
意
を
無
量
義
経
に
定
め
て
云
く
、「
険
し
き
逕
を
行
く
に
留
難
多
き

が
故
に
」
と
。
無
量
義
経
の
已
後
を
定
め
て
云
く
、「
大
直
道
を
行
じ
て
留
難
な
き
が
故
に
。」
仏
自
ら
難
易
・
勝
劣
の
二
道
を
分
か
ち

た
ま
え
り
。
仏
よ
り
外
等
覚
已
下
末
代
の
凡
師
に
至
る
ま
で
、
自
義
を
以
て
難
易
の
二
道
を
分
け
、
是
の
義
に
背
く
者
は
外
道
・
魔
王

の
説
に
同
じ
か
ら
ん
歟
。（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
〇
八
・
一
〇
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
日
蓮
聖
人
は
本
願
章
の
難
易
・
勝
劣
の
問
題
に
対
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
勝
劣
義
を
中
心
と
し
て
批
判
を
展
開
し

た
が
、
こ
の
点
に
対
し
て
明
恵
は
、
機
根
・
す
べ
て
の
人
々
が
下
機
下
根
な
の
か
と
い
う
、
易
行
義
に
関
わ
る
こ
と
を
中
心
に
批
判
を
展

開
し
た
の
で
あ
る
。（
こ
の
点
で
菩
提
心
を
中
心
に
据
え
た
易
行
化
を
目
指
し
た
『
三
時
三
宝
禮
釈
』・『
自
行
三
宝
禮
功
徳
義
』
を
生
み

出
し
て
行
く
原
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。）

　

日
蓮
聖
人
は
易
行
面
の
み
を
論
じ
、
教
の
勝
劣
を
論
じ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
『
摧
邪
輪
』
へ
不
満
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、『
立
正
安
国
論
』
と
の
相
異
点

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
法
然
浄
土
教
批
判
の
思
想
は
、『
立
正
安
国
論
』
に
も
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
権
実
判
に
関

し
て
は
、「
一
代
五
時
の
間
、
先
後
を
立
て
権
実
を
弁
ず
」（『
定
遺
』
第
一
巻　

二
一
八
頁
）
と
述
べ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
権
実
を
弁
え
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る
こ
と
は
「
法
相
宗　

貞
慶
」「
興
福
寺
奏
状
」
で
も
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
興
福
寺
奏
状
」

お
よ
そ
宗
を
た
つ
る
の
法
、
先
づ
義
道
の
浅
深
を
分
ち
、
能
く
教
門
の
権
実
を
弁
へ
、
浅
を
引
い
て
深
に
通
じ
、
権
を
会
し
て
実
に
帰

す
。（『
鎌
旧
』
三
一
二
頁
下
）

　

こ
の
点
『
守
護
国
家
論
』
で
は
、
諸
経
と
法
華
経
の
勝
劣
を
論
じ
、
明
確
な
価
値
基
準
を
提
示
し
た
の
に
対
し
、『
立
正
安
国
論
』
で

は
「
一
代
五
時
」
と
い
う
天
台
宗
が
立
て
る
法
（
教
判
論
）
に
依
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
み
で
あ
り
、
意
識
的
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、「
勝
劣
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
な
い※
９

。
勝
劣
と
関
連
す
る
無
量
義
経
の
「
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
の
表
現
も
引
用
し
て
い
な
い
。

（
後
年
、『
立
正
安
国
論
』
広
本
で
は
、「
法
華
・
真
言
の
勝
劣
を
分
別
し
」
と
あ
る
が
、
一
二
六
〇
年
述
作
当
時
に
は
な
い
。）

　

行
の
勝
劣
に
関
し
て
は
、
先
の
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
部
分
と
も
関
連
す
る
が
、
大
橋
博
士
に
よ
り
念
仏
勝
行
説
を
主
張
す
る
危
険
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

念
仏
が
易
行
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
も
、（
中
略
）
教
法
流
布
と
な
り
得
て
も
、
余
宗
を
お
び
や
か
す
ほ
ど
の
力
と
た
の
む
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
る
に
、
念
仏
が
易
で
あ
る
と
と
も
に
勝
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
念
仏
が
お
も
て
に
お
し
出
さ
れ
、
力
強

い
あ
ゆ
み
を
も
っ
て
、
他
教
団
に
比
し
て
堂
々
と
教
義
を
宣
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
な
っ
た
と
き
、
い
ず
れ
の
も
の
に
も
ひ
け

を
と
る
こ
と
の
な
い
専
修
念
仏
は
、
他
宗
を
凌
駕
し
て
展
開
し
得
る
。
と
す
れ
ば
念
仏
勝
行
説
こ
そ
は
聖
道
門
＝
旧
教
団
に
い
た
く
刺

激
を
あ
た
え
、
そ
の
は
ね
か
え
り
と
し
て
専
修
念
仏
教
団
へ
の
迫
害
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か10

※

。
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日
蓮
聖
人
が
、「
興
福
寺
奏
状
」・『
摧
邪
輪
』
等
の
念
仏
批
判
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、『
守
護
国
家
論
』・『
立
正
安
国
論
』
の
な
か
で

名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
実
で
あ
る
か
ら
、
右
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
お
り
、
意
識
的
「
勝
劣
」
の
表
現
を
避
け
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。『
守
護
国
家
論
』
に
も
次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
り
、
日
蓮
聖
人
が
『
守
護
国
家
論
』
を
撰
述
し
て
い
た
当
時
、
さ
き
に
も
触
れ

た
が
、
浄
土
宗
側
（「
源
空
の
門
弟
、
師
の
邪
義
を
救
う
て
云
く
」）
が
、
念
仏
が
勝
行
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
時
機

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
易
行
の
法
を
も
つ
て
諸
教
に
勝
る
と
立
つ
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
守
護
国
家
論
』

た
だ
風
勢
な
き
末
代
の
衆
生
を
常
没
の
凡
夫
と
定
め
て
、
こ
の
機
に
易
行
の
法
を
選
ぶ
時
、
称
名
念
仏
を
も
つ
て
そ
の
機
に
当
て
、
易

行
の
法
を
も
つ
て
諸
教
に
勝
る
と
立
つ
。
権
実
・
浅
深
等
の
勝
劣
を
詮
す
る
に
あ
ら
ず
。（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
〇
七
頁
）

　

さ
ら
に
こ
の
点
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、『
守
護
国
家
論
』
と
『
立
正
安
国
論
』
の
『
選
択
集
』

か
ら
の
引
用
部
分
の
特
徴
が
あ
る
。

　
『
守
護
国
家
論
』
は
『
選
択
集
』
の
一
、
二
、
三
、
十
二
、
十
六
章
を
挙
げ
る
の
に
対
し
、『
立
正
安
国
論
』
は
一
、
二
、
十
二
、
八
、

十
六
章
の
順
番
で
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る11

※

。
特
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
三
章
と
八
章
の
増
減
で
あ
る12

※

。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三

章
は
「
勝
劣
・
難
易
義
」
と
い
う
『
選
択
集
』
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
章
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
点
を
日
蓮
聖
人
も
法
華
最
勝
論
を
論
じ

る
課
程
で
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
八
章
は
明
恵
も
問
題
し
た
「
聖
道
門
を
群
賊
に
譬
え
る
」
箇
所
で
あ
る
。『
立
正
安
国

論
』（『
定
遺
』
二
一
六
頁
）、『
摧
邪
輪
』（『
鎌
旧
』
三
七
五
頁
）
と
も
に
八
章
の
「
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
等
と
言
う
は
、

こ
れ
聖
道
門
の
解
行
学
見
を
指
す
な
り
。」
と
言
う
箇
所
を
問
題
と
し
て
い
る13

※
。

　

さ
ら
に
「
群
賊
」
の
表
現
に
関
し
て
、『
摧
邪
輪
』
は
「
一
切
顕
密
二
宗
の
仏
法
を
指
し
て
群
賊
と
い
う
な
り
。」
と
規
定
す
る
。
一
方
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『
守
護
国
家
論
』
で
は
「
念
仏
の
一
門
を
開
き
て
、
還
っ
て
法
華
・
真
言
の
門
を
閉
づ
。
末
代
に
お
い
て
こ
れ
を
行
ず
る
者
を
ば
定
め
て

群
賊
等
と
こ
れ
を
書
く
」（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
二
六
頁
）
と
法
華
・
真
言
に
限
定
的
に
表
現
し
て
い
る
が
、『
立
正
安
国
論
』
で
は

「
三
国
の
聖
僧
十
方
の
佛
弟
を
皆
群
賊
と
号
す
」
と
し
て
よ
り
広
い
意
味
で
群
賊
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
『
摧
邪
輪
』
と
の
関

連
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
『
守
護
国
家
論
』
で
は
『
選
択
集
』
を
「
謗
法
の
相
貌
は
此
の
法
を
捨
て
し
む
る
が
故
に
、
選
択
集
は
人
を
し
て
法
華
経
を
捨
て

し
む
る
書
に
非
ず
や
」（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
〇
五
頁
）
と
謗
法
の
法
を
法
華
経
と
規
定
し
た
の
に
対
し
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
「
凡

そ
法
華
経
の
如
く
ん
ば
大
乗
経
典
を
謗
ず
る
者
は
無
量
の
五
逆
に
勝
れ
た
り
。」（『
定
遺
』
第
一
巻　

二
二
三
頁
）
と
し
て
、
法
を
大
乗

経
典
と
規
定
し
て
い
る
。（「
法
華
・
涅
槃
の
経
教
は
、
一
代
五
時
の
肝
心
な
り
。」
の
表
現
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
謗
法
の
規
定
に
お
い
て

引
用
し
た
法
華
・
涅
槃
が
中
心
的
経
典
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
謗
法
の
罪
の
重
さ
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
謗

法
の
法
を
法
華
・
涅
槃
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。）
こ
と
を
ま
た
こ
の
点
「
興
福
寺
奏
状
」
の
第
四
万
善
を
妨
ぐ
る
失
で
「
大
乗
を

謗
ず
る
業
、
罪
の
中
に
も
最
も
大
な
り
、
五
逆
罪
と
雖
も
、
ま
た
及
ぶ
こ
と
能
は
ず
。
こ
こ
を
以
て
、
弥
陀
の
悲
願
、
引
摂
広
と
雖
も
、

誹
謗
正
法
、
捨
て
て
救
う
こ
と
な
し
。」（『
鎌
旧
』
三
一
三
頁
下
）
と
述
べ
ら
れ
お
り
、
大
乗
経
典
を
謗
ず
る
と
い
う
『
立
正
安
国
論
』

の
批
判
は
顕
密
仏
教
側
に
も
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
後
世
の
無
住
の
『
沙
石
集
』
で
も
「
た
だ
五

逆
と
正
法
を
誹
謗
す
る
を
除
く
」
を
問
題
と
し
て
い
る
。

　

同
様
の
特
徴
は
『
選
択
集
』
引
用
箇
所
の
主
旨
を
陳
べ
た
箇
所
で
も
見
ら
れ
る
。『
守
護
国
家
論
』
で
は
門
人
の
言
葉
と
し
な
が
ら
も
、

「
上
人
智
慧
第
一
の
身
と
し
て
こ
の
書
を
造
り
、
真
実
の
義
を
定
め
、
法
華
・
真
言
の
門
を
閉
じ
」
と
法
華
・
真
言
を
「
閉
」
じ
る
こ
と

に
限
定
し
て
批
判
す
る
の
に
対
し
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
「
法
華
・
真
言
総
じ
て
一
代
の
大
乗
六
百
三
十
七
部
・
二
千
八
百
八
十
三
巻

一
切
の
諸
仏
及
び
諸
の
世
天
等
を
以
て
」
と
し
て
法
華
・
真
言
を
代
表
と
し
て
い
る
が
限
定
せ
ず
に
大
乗
経
典
・
一
切
の
仏
神
を
「
捨
閉

閣
抛
」
し
た
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
点
『
立
正
安
国
論
』
で
は
先
に
も
示
し
た
よ
う
に
「
法
華
・
涅
槃
の
経
教
一
代
五
時
の
肝
心
な
り
。」（『
定
遺
』
第
一
巻　

二
二

三
頁
）
の
表
現
が
あ
り
、
法
華
最
勝
を
唱
え
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
華
経
を
重
視
す
る
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る

な
ら
ば
、
専
修
念
仏
弾
圧
の
史
料
で
あ
る
「
念
仏
者
追
放
宣
状
事
」（
一
二
六
〇
年　

念
仏
者
追
放
の
奏
状
・
宣
旨
・
御
教
書
・
院
宣
・

下
知
状
の
五
篇
を
集
め
て
政
治
的
方
面
か
ら
法
然
念
仏
を
破
斥
し
た
も
の
）
の
南
都
の
奏
状
の
中
に
「
殊
に
法
華
の
修
行
を
以
て
、
専
修

の
讎
敵
と
な
す
」（『
定
遺
』
第
三
巻　

二
二
五
九
頁
）
と
の
表
現
が
あ
る
。
自
己
所
属
の
宗
派
の
優
位
性
を
主
張
す
る
と
い
う
点
で
は
、

八
宗
の
代
表
（「
八
宗
同
心
の
訴
訟
、
前
代
未
聞
な
り
。」）
と
し
て
貞
慶
が
著
し
た
「
興
福
寺
奏
状
」
に
お
い
て
も
「
こ
こ
に
わ
が
法
相

大
乗
宗
は
源
釈
尊
慈
尊
の
肝
心
よ
り
出
で
て
」（『
鎌
旧
』
三
一
五
頁
）
と
表
明
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
の
『
野
守
鏡
』
下
巻
（『
続
群
書
類
従
』
二
七
号 

五
一
二
・
五
一
三
頁
）
に
も
浄
土
教
批
判
を
展

開
す
る
中
で
、「
法
華
経
を
よ
む
べ
か
ら
ず
な
ど
と
い
ふ
事
愚
痴
の
至
極
な
り
。」「
観
経
を
よ
み
て
法
華
経
を
よ
ま
ざ
る
あ
り
。
本
願
の

意
楽
に
た
が
ひ
。
真
実
の
利
益
を
失
う
。」
と
し
て
法
華
経
信
仰
重
視
を
表
明
し
た
箇
所
が
あ
る
。
さ
ら
に
後
代
の
無
住
『
沙
石
集
』
で

は
「
況
ヤ
法
華
ヲ
誦
シ
、
真
言
ヲ
唱
ヘ
テ
、
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
事
、」
と
言
っ
た
表
現
や
、
法
華
の
持
経
者
が
、
念
仏
門
入
り
法
華
信
仰

を
捨
て
た
結
果
狂
い
死
に
し
た
事
な
ど
を
上
げ
て
お
り
、
顕
密
仏
教
側
で
も
法
華
経
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

法
然
浄
土
教
批
判
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
日
蓮
聖
人
の
撰
述
で
あ
り
な
が
ら
、『
守
護
国
家
論
』
と
『
立
正
安
国
論
』
で

は
表
現
に
微
妙
な
ち
が
い
が
見
ら
れ
る
。
最
大
の
違
い
は
、
批
判
（
価
値
）
基
準
の
提
示
の
し
か
た
で
あ
る
。『
守
護
国
家
論
』
で
の
日

蓮
聖
人
は
、
な
ぜ
批
判
を
加
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、『
選
択
集
』
第
三
章
（
念
仏
を
何
故
「
選
択
」
す
る
の
か
を
述
べ
た
最
も
重
要

な
箇
所
）
を
問
題
に
し
、
法
華
経
の
勝
行
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
日
蓮
聖
人
以
前
に
法
然
浄
土
教
を
批
判
し
た
明
恵
の
『
摧
邪

輪
』
は
諸
経
・
諸
宗
・
諸
行
の
勝
劣
す
な
わ
ち
法
華
至
上
主
義
を
論
じ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
不
満
と
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
批
判
を
加
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え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
立
正
安
国
論
』
で
の
日
蓮
聖
人
は
、
批
判
を
述
べ
る
の
に
、
三
章
を
問
題
視
せ
ず
、
勝
行
性
も
主
張
し

て
い
な
い
。
さ
ら
に
『
摧
邪
輪
』
と
同
様
に
八
章
の
「
聖
道
門
を
群
賊
に
譬
え
る
」
こ
と
を
批
判
の
対
象
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、『
守
護
国
家
論
』
を
読
む
の
は
日
蓮
聖
人
の
信
徒
・
門
弟
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
立
正
安
国
論
』
は
、
時
の
権
力
者

（
北
条
時
頼
）
な
ど
で
あ
り
、
未
信
徒
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
日
蓮
聖
人
も
、『
摧
邪
輪
』
等
の
旧
仏
教
側
が
批
判
し
た
勝
行
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
『
選
択
集
』
第
三

章
を
論
ず
る
こ
と
を
避
け
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
こ
の
二
書
を
、
と
く
に
『
立
正
安
国
論
』
を
、
後
に
自
身
が
評
し
た
よ
う
な
「
未
萌
を
し
る
を
聖
人
と
い
う
」（
撰
時
抄
）

と
い
っ
た
予
言
書
と
す
る
た
め
に
書
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
な
ら
ば
予
言
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
が
。
本
来
は
予
言
の
ご

と
き
災
難
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
真
意
は
、
と
く
に
『
立
正
安
国
論
』
で
の
真
意
は
、
時
の
為
政

者
に
、
宗
教
制
裁
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
為
政
者
に
向
け
て
書
く
こ
と
で
、
為
政
者
の
理
解
と
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
ぜ
な
ら
、
日
蓮
聖
人
が
自
ら
に
課
し
た
最
重
要
課
題
は
、
日
本
国
に
法
華
信
仰
を
広
め
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
勘
文
を
上
呈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
上
呈
し
た
以
上
は
為
政
者
に
面
会
し
禅
も
含
め
て
広
が
り
つ
つ
あ

っ
た
邪
宗
教
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
宗
教
的
新
秩
序
へ
の
協
力
や
支
持
の
獲
得
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
た
め
、『
立
正
安
国
論
』
で
の
日
蓮
聖
人
は
、
言
葉
の
選
択
に
す
こ
ぶ
る
慎
重
で
あ
る
。『
守
護
国
家
論
』
で

は
、
聖
人
以
前
の
浄
土
教
批
判
書
を
批
判
し
た
の
に
対
し
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
叡
山
・
興
福
寺
の
奏
上
（
聖
人
以
前
の
旧
仏
教
側
の

浄
土
教
弾
圧
要
求
）
も
、
批
判
し
て
い
な
い
。
諸
宗
は
劣
で
法
華
が
勝
と
い
っ
た
「
勝
劣
」
の
表
現
は
絶
対
に
し
て
い
な
い
。
禅
や
八
宗

と
い
っ
た
諸
宗
と
関
わ
っ
て
き
た
為
政
者
の
神
経
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な
表
現
は
、
実
に
慎
重
に
避
け
た
の
で
あ
る14

※

。
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※
１　

浅
井
円
道
「
五
義
判
の
形
成
過
程
の
考
察
」（『
大
崎
学
報
』
一
一
八
号
）
同
「
宗
祖
対
法
然
房
」（『
大
崎
学
報
』
一
二
八
号
、
一
九
七
六
年
）

小
松
邦
章
「
守
護
国
家
論
の
一
考
察
」（『
大
崎
学
報
』
一
二
五
・
六
五
号
）
関
戸
堯
海
「
日
蓮
聖
人
佐
前
教
学
の
再
認
識
」（
同
『
日
蓮
聖
人

研
究
の
基
礎
的
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
九
二
）

※
２　
『
守
護
国
家
論
』
と
『
摧
邪
輪
』
に
関
し
て
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
浅
井
円
道
「
守
護
国
家
論
と
摧
邪
輪
」（『
勝
呂
信
靜
博
士
古
稀
記
念

論
文
集
』
山
喜
房　

一
九
九
六
年
）
佐
藤
弘
夫
「
守
護
国
家
論
と
立
正
安
国
論
│
そ
の
念
仏
排
撃
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
北
日
本
中
世
史
の
研
究
』

一
九
九
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

※
３　

平
雅
行
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」（
同
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房　

一
九
九
〇
）

　
　
　

こ
の
点
に
関
し
て
、
平
氏
は
石
井
教
道
『
選
択
集
の
研
究　

総
論
編
』
第
三
編
第
四
章
と
石
井
充
之
『
選
択
集
研
究
序
説
』
を
引
い
て
い
る
。

拙
者
は
前
者
し
か
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
過
去
の
研
究
史
を
ま
と
め
た
上
で
、「
道
綽
・
善
導
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
実
体
を

も
っ
て
三
部
経
を
見
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
二
章
に
明
か
す
選
択
本
願
念
仏
の
樹
立
が
主
体
と
な
り
」
と
述
べ
二
行
章
中
心
説
を
取
っ
て
い
る
。

※
４　

第
三
章
中
心
説
に
関
し
て
は
、
近
年
で
は
ほ
ぼ
常
識
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
佐
藤
弘
夫
「
中
世
仏
教
に
お
け
る
正
統
と
異
端
」（
同

『
神
・
仏
・
王
権
の
中
世
』
法
蔵
館　

一
九
九
八
）
一
二
八
頁　

阿
満
利
麿
『
法
然
を
読
む
│
選
択
本
願
念
仏
集
講
義
』（
角
川
書
店　

一
九
九

九
）
な
ど
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
本
願
章
中
心
説
に
立
ち
、
そ
の
上
で
勝
劣
・
難
易
の
二
義
の
何
れ
を
中
心
に
置
く
か
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
、
大
橋
俊
雄
・
香
月
乗
光
は
勝
劣
義
中
心
説
、
平
雅
行
・
末
木
文
美
士
・
松
本
史
郎
は
難
易
中
心
説
を
取
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
諸
説
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
　

勝
劣
義
中
心
説

　
　
　

大
橋
俊
雄
「
法
然
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
形
成
」（
同
『
法
然
・
一
遍
』
岩
波
書
店　

一
九
七
一
）

　
　
　

難
易
義
は
衆
生
に
よ
る
選
択
、
勝
劣
義
は
阿
弥
陀
に
よ
る
選
択
と
考
え
結
果
と
し
て
「
念
仏
が
選
択
さ
れ
る
た
め
に
は
、
易
な
る
が
た
め
の

選
択
で
は
な
く
、
余
行
に
勝
る
が
故
の
選
択
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
易
と
勝
と
は
次
元
は
異
に
し
並
立
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」
と
し
て
い
る
。

　
　
　

香
月
乗
光
「
法
然
教
学
に
於
け
る
称
名
勝
行
義
の
成
立
」（
同
『
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』
山
喜
房　

一
九
七
四
）
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称
名
の
行
が
仏
の
功
徳
を
享
受
す
る
曇
鸞
、
道
綽
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
と
示
し
、
こ
れ
ら
が
勝
劣
義
の
根
拠
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
の
上

で
法
然
の
選
択
本
願
の
教
説
は
、「
称
名
が
本
願
の
行
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
し
、
そ
の
上
で
「
こ
の

よ
う
に
功
徳
無
上
な
る
勝
行
の
称
名
念
仏
が
、
同
時
に
又
易
行
な
る
が
故
に
多
念
相
続
さ
れ
て
、
恒
沙
無
上
の
功
徳
を
成
ず
る
の
で
あ
り
、
か

く
て
選
択
本
願
の
義
旨
が
顕
揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
し
て
お
り
、
勝
劣
・
難
易
の
二
義
の
内
や
や
勝
劣
義
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
　

難
易
中
心
説

　
　
　

平
雅
行
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」（
同
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房　

一
九
九
〇
）

　
　
　
「
民
衆
的
性
格
ゆ
え
に
難
易
義
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
私
も
こ
れ
に
賛
成
だ
が
、」
と
し
て
難
易
義
中
心
説
に
た
つ
理
由
を
民
衆
性
に
視

点
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
平
氏
は
従
来
（
奈
良
・
大
橋
）
の
説
に
関
し
て
、「
勝
劣
・
難
易
の
両
義
は
弥
陀
が
念
仏
を
選
択
し
た
根
拠
で
あ

っ
て
、
行
者
が
念
仏
を
選
び
行
ず
る
時
の
根
拠
で
は
な
い
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。」
と
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　

末
木
文
美
士
「
慈
悲
と
選
択
」（
同
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版　

一
九
九
三　

以
下
末
木
①
）
同
「
新
宗
の
開
創
と
そ
の
論
理
」

（
同
『
鎌
倉
仏
教
形
成
論
』
法
蔵
館　

一
九
九
八　

以
下
末
木
②
）

　
　
　

末
木
氏
の
両
論
は
と
も
に
「
第
一
・
二
章
で
は
衆
生
の
側
か
ら
浄
土
門
に
帰
入
し
、
称
名
一
行
へ
と
徹
底
す
る
。」
と
し
、
第
三
章
は
「
弥

陀
に
よ
る
称
名
の
選
択
」「
立
場
を
転
換
し
、
仏
の
立
場
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
」
す
る
箇
所
で
あ
り
、
本
書
の

中
心
部
分
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
末
木
②
で
は
、
易
行
が
「
聖
意
測
り
難
き
」
弥
陀
の
選
択
に
よ
り
勝
行
に
転
換
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、「
弥

陀
の
選
択
こ
そ
が
念
仏
の
絶
対
性
を
基
礎
付
け
る
根
拠
と
な
る
。」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
末
木
①
で
は
「
勝
劣
・
難
易
の
二
義
の

う
ち
、
慈
悲
が
説
か
れ
る
の
は
難
易
義
の
方
で
あ
る
。（
中
略
）
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
易
な
る
念
仏
が
弥
陀
の
選
択
に
よ
っ
て
勝
な
る
も

の
に
転
化
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
選
択
を
経
た
念
仏
は
絶
対
の
勝
行
で
あ
る
が
、
弥
陀
の
選
択
の
動
機
と
し
て
は
、
そ
れ
が

衆
生
に
と
っ
て
修
し
易
い
と
い
う
易
行
の
点
こ
そ
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
こ
に
弥
陀
の
慈
悲
の
発
現
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

と
し
て
難
意
義
重
視
の
姿
勢
を
も
表
明
し
て
い
る
。

　
　
　

松
本
史
郎
「
道
元
と
批
判
宗
学
」（『
駒
澤
大
学
禅
年
報
研
究
所
年
報
』
第
九
号　

一
九
九
八
）

　
　
　
「
難
意
義
を
説
明
す
る
論
述
の
中
に
、
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
樹
立
の
動
機
を
認
め
る
」
と
し
、
末
木
①
論
文
の
「
慈
悲
」
に
関
し
て
の
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指
摘
を
「
卓
見
」
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
道
元
『
弁
道
話
』
が
『
選
択
集
』
影
響
を
受
け
た
と
言
う
説
を
も
提
示
し
て
お
り
注
目
に
値
す

る
。

　
　
　
『
選
択
集
』
の
何
れ
を
中
核
に
す
る
か
の
論
争
の
中
心
と
な
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
選
択
す
る
主
体
は
誰
な
の
か
と
い
う
点
が
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
二
行
章
中
心
説
を
主
張
す
る
石
井
氏
は
曇
鸞
・
善
導
に
よ
る
こ
と
で
選
択
さ
れ
る
と
す
る
。
勝
劣
義
中
心
説
を
取
る
大
橋
氏

は
選
択
の
主
体
を
勝
劣
で
は
弥
陀
、
難
易
は
衆
生
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
氏
は
選
択
の
主
体
の
中
に
曇
鸞
、
善
導
に
し
ろ
、
衆
生
に
し
ろ
人

間
を
据
え
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
難
易
中
心
説
は
選
択
の
主
体
を
弥
陀
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

さ
て
、
こ
こ
で
私
見
を
提
示
し
よ
う
。
実
は
私
も
第
三
章
中
心
説
を
採
る
。
理
由
は
、
名
は
体
を
表
す
で
は
な
い
が
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

と
い
う
題
名
と
関
連
が
あ
る
。
法
然
は
源
信
撰
『
往
生
要
集
』
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、『
往
生
要
集
』
を
注
釈
し
た
本
が
少
な
く
と
も
四

本
現
存
す
る
こ
と
か
ら
も
解
る
。
こ
の
『
往
生
要
集
』
は
往
生
の
こ
と
を
述
べ
た
要
文
を
集
め
た
も
の
と
い
う
意
味
で
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
類
し
て
考
え
れ
ば
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
題
名
の
意
味
は
、「
選
択
」
さ
れ
た
「
本
願
念
仏
」（
善
導
の
念
仏
説
を
本
願
念
仏
説
と
一

般
に
呼
ぶ
。）
の
こ
と
を
述
べ
た
文
を
集
め
た
も
の
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
た
だ
の
「
本
願
念
仏
集
」
と
名
付
け
ず
、「
選

択
」
と
冠
し
た
こ
と
は
法
然
に
取
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
「
選
択
」
と
は
何
か
、
一
体
ど
の
よ
う

な
願
な
の
か
を
述
べ
た
箇
所
こ
そ
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
を
述
べ
た
箇
所
こ
そ
が
、
本
願
章
（
第
三
章
）
で
あ
る
。

三
章
は
、
念
仏
こ
そ
が
弥
陀
が
選
択
し
た
本
願
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
法
然
は
無
量
義
経
十
八
願
を
弥
陀
の

本
願
と
す
る
た
め
に
、
ま
ず
無
量
義
経
四
十
八
願
を
弥
陀
の
特
別
な
願
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
選
択
と
は
、
即
ち
こ
れ
取
捨
の
義
な
り
。」
と

「
選
択
」
の
意
を
示
し
、
無
量
義
経
の
第
十
八
願
こ
そ
が
「
諸
行
を
選
捨
し
て
、
専
称
仏
号
を
選
捨
」
す
る
願
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

さ
ら
に
勝
劣
・
易
行
の
二
義
の
何
れ
を
重
視
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
易
行
義
と
考
え
る
。
理
由
は
、
構
成
と
の
関
連
で
あ
る
。
勝
劣
・
易

行
が
論
じ
ら
れ
た
後
に
法
照
禅
師
の
『
五
会
法
事
讃
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
勝
劣
・
易
行
の
両
義
の
説
明
の
後
の
引
用
で
あ
る

か
ら
、
両
義
を
含
む
引
用
も
し
く
は
引
用
な
し
が
本
来
の
姿
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
然
は
易
行
義
を
強
調
す
る
引
用
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
難
易
義
で
は
文
中
に
二
箇
所
の
引
用
が
あ
る
が
、
勝
劣
義
で
は
引
用
文
は
無
い
の
で
あ
る
。

※
５　

こ
の
点
に
関
し
て
浅
井
博
士
は
「
日
蓮
聖
人
の
五
義
判
の
成
立
に
つ
い
て
│
選
択
集
と
の
関
連
に
お
い
て
│
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
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十
三
号
の
一　

一
九
六
五
年
）
の
中
で
「
選
択
集
を
批
判
す
る
と
き
に
、
時
機
相
応
不
相
応
を
批
判
す
る
前
に
教
法
の
浅
深
を
問
題
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

※
６　

勝
劣
に
関
し
て
は
、
左
の
ご
と
く
観
仏
（
心
念
見
仏
）
を
勝
・
意
業
・
根
本
・
深
と
し
、
称
名
を
劣
・
語
業
・
加
行
・
浅
と
し
た
箇
所
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
念
仏
三
昧
に
限
定
し
た
場
合
で
あ
り
、
称
名
を
方
便
・
手
段
と
い
っ
た
相
対
的
存
在
で
あ
る
か
ら
劣
と
し
た
の
で
あ

り
、
他
の
行
（
例
え
ば
、
法
華
読
誦
・
真
言
修
行
）
に
比
べ
て
劣
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　

若
し
称
名
を
以
っ
て
念
仏
と
な
す
義
に
約
せ
ば
、
観
仏
を
も
っ
て
勝
と
為
す
、
意
業
内
門
を
転
ず
る
故
に
、
称
名
行
を
以
っ
て
劣
と
為
す
、

語
業
外
門
転
ず
る
故
に
。（
中
略
）
既
に
心
念
見
仏
を
以
っ
て
根
本
と
為
す
。
明
ら
か
に
知
れ
称
名
は
是
れ
加
行
な
り
。
是
ま
た
称
名
を
以
っ

て
浅
と
為
し
、
定
心
を
以
っ
て
深
と
為
す
。（『
鎌
旧
』
三
六
二
頁
下
）

※
７　
『
定
遺
』
第
一
巻　

一
〇
七
頁　

ま
た
こ
の
法
然
の
門
弟
と
『
守
護
国
家
論
』
と
の
関
連
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
中
尾
堯
「
日
蓮
聖
人
の

浄
土
宗
批
判
と
そ
の
意
義
」（
茂
田
井
教
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』（
平
楽
寺
書
店　

一
九
七
四
年
）
が
あ

る
。

※
８　

こ
の
点
を
日
蓮
が
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
、
後
世
の
遺
文
で
あ
る
『
薬
王
品
得
意
抄
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
　

問
う
て
曰
く
、
こ
の
経
こ
の
品
に
殊
に
女
人
の
往
生
を
説
く
、
何
の
故
が
あ
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
仏
意
測
り
難
く
、
こ
の
義
決
し
難
き
か
。

た
だ
し
一
つ
の
料
簡
を
加
え
ば
、

　
　
　

右
は
女
人
往
生
に
関
し
て
問
答
の
表
現
で
あ
る
が
、
本
願
章
の
「
聖
意
測
り
難
し
」
に
対
し
、「
仏
意
測
り
難
く
」、「
た
や
す
く
解
す
る
こ

と
あ
た
は
ず
。」
に
対
し
「
こ
の
義
決
し
難
き
か
。」、「
然
り
と
難
も
今
試
み
に
二
義
を
も
っ
て
之
を
解
せ
ば
、」
に
対
し
「
た
だ
し
一
つ
の
料

簡
を
加
え
ば
、」
と
い
っ
た
似
通
っ
た
表
現
が
あ
り
、
先
の
本
願
章
の
文
章
を
意
識
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

※
９　
「
浅
深
」
の
表
現
に
関
し
て
は
、「
法
水
の
浅
深
を
斟
酌
し
」（『
定
遺
』
二
二
四
頁
）
と
あ
る
が
、
や
は
り
深
を
法
華
、
浅
を
念
仏
と
規
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
又
、『
守
護
国
家
論
』
で
は
「
権
実
・
浅
深
等
の
勝
劣
を
詮
ず
る
に
あ
ら
ず
。」
と
の
表
現
も
あ
り
、
権
実
・
浅
深
と

も
に
本
来
は
勝
劣
を
論
じ
る
た
め
に
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
『
立
正
安
国
論
』
が
勝
劣
を
論
じ
な
い
点
は
不
自
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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※
10　

大
橋
俊
雄
「
法
然
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
形
成
」（
同
『
法
然
・
一
遍
』
岩
波
書
店　

一
九
七
一
）
四
一
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

※
11　
『
守
護
国
家
論
』
で
の
『
選
択
集
』
の
引
用
は
、
第
一
章
は
大
文
の
第
三
（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
〇
七
頁
）
第
二
・
三
・
十
二
・
十
六
は
大

文
の
第
四
（『
定
遺
』
第
一
巻　

一
一
六
・
一
一
七
頁
）
に
、『
立
正
安
国
論
』
で
の
引
用
は
第
四
問
答
（『
定
遺
』
第
一
巻　

二
一
五
・
二
一

六
頁
）
に
あ
る
。

※
12　
『
選
択
集
』
の
引
用
に
関
し
て
は
、
関
戸
堯
海
「
日
蓮
聖
人
佐
前
教
学
の
再
認
識
」〔
以
下　

関
戸
①
と
省
略
〕（
同
『
日
蓮
聖
人
研
究
の
基

礎
的
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
九
二
）
同
「『
立
正
安
国
論
』
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
浄
土
教
批
判
」〔
以
下　

関
戸
②
と
省
略
〕（『
浅
井
圓

道
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
平
楽
寺
書
店　

一
九
九
七
年
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
八
章
の
引
用
が
「『
立
正
安
国
論
』
執

筆
の
準
備
的
著
作
」
と
さ
れ
る
『
災
難
対
治
鈔
』
に
も
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
関
戸
①　

五
〇
四
頁
）

※
13　

十
二
章
の
後
に
八
章
を
挙
げ
る
考
え
方
に
関
し
て
、
関
戸
②
で
は
「「
聖
道
・
浄
土
」「
難
行
・
易
行
」「
雑
行
・
正
行
」
と
い
う
一
代
聖
教

の
分
類
に
も
と
づ
き
、
念
仏
こ
そ
永
遠
に
閉
じ
る
こ
と
の
な
い
法
門
で
あ
り
、
聖
道
門
の
人
々
の
妨
害
を
乗
り
越
え
て
、
浄
土
門
に
選
び
入
る

こ
と
を
説
く
法
然
の
主
張
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

※
14　

未
木
文
美
士
『
日
蓮
入
門
』（
筑
摩
書
房　

二
〇
〇
〇
）
で
は
、「
実
際
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
『
法
華
経
』
の
み
の
優
越
を
説
く
こ
と
な
く
、

仏
教
一
般
と
い
う
立
場
か
ら
浄
土
教
だ
け
を
徹
底
的
に
攻
撃
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
幕
府
に
対
す
る
上
書
と
い

う
性
質
上
、
い
わ
ば
戦
略
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、『
法
華
経
』
を
表
に
出
す
こ
と
な
く
、
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。」（
一
一
五
・
一
一
六
頁
）
と
あ
る
。
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